
トラブルシューティング: HPシン Proおよ
び Ubuntu

•プラットフォームのバージョンを確認する: HPシン Pro（1ページ）
•プラットフォームバージョンを確認する: Ubuntu（2ページ）
• Cisco Jabberの接続ステータスの確認（2ページ）
• Cisco JVDIクライアントがインストールされていることを確認する（3ページ）
• Cisco JVDIエージェントがインストールされていることの確認（3ページ）
•シンクライアント上で VXCが実行されていることを確認（4ページ）
•ネットワーク障害が発生した後、コール制御が失われる（4ページ）
• HVDの切断後にコールが失われる（4ページ）

プラットフォームのバージョンを確認する: HPシン Pro

手順

ステップ 1 シンクライアント上で、ターミナルコンソールを開きます。

ステップ 2 次のコマンドを入力します: lsb_release -a。

ステップ 3 HPのシン Proバージョンの出力を確認します。

例：

HP Thin Pro 5.2
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プラットフォームバージョンを確認する: Ubuntu

手順

ステップ 1 シンクライアント上で、[システム設定(System Settings)]を開きます。

ステップ 2 [詳細]の選択

Ubuntuロゴの下にバージョンが表示されます。

例：

Ubuntu 14.04.x 32b LTS

Cisco Jabberの接続ステータスの確認
Cisco Jabber for Windowsにログインした後、Jabberと Cisco Softphone for VDIの接続ステータ
スを確認できます。JVDIエージェントおよび JVDIクライアントのバージョンを確認すること
もできます。

手順

ステップ 1 をクリックすると、設定メニューが開きます。

ステップ 2 ヘルプ >接続状況の表示を選択します。

ステップ 3 [Connectionのステータス (Connection Status )]ウィンドウで、[JVDI Details]をクリックしま
す。

次の情報を確認できます。

• JVDIクライアントバージョン

JVDIクライアントバージョンが 12.5または 12.1の場合、そのクライアントバー
ジョンは、ソフトフォンが接続されるまで表示されません。

ヒント

• JVDIエージェントのバージョン

•仮想チャネルステータスは、JVDIクライアントと間の通信が成功したかどうかを示しま
す。 Cisco Jabber

• SIP statusは、Cisco Unified Communications Managerとの SIPコミュニケーションが成功し
たかどうかを示します。

• Softphone CTIステータスは、CTI通信が成功しているかどうかを示します。
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SIPステータスが接続されていても、SoftphoneCTIステータスが接続されていない場
合は、CUCMで CTI設定を確認してください。

ヒント

ステップ 4 の詳細な診断情報を表示するには Cisco Jabber、Ctrl +Shift + Dを押します。

Cisco JVDIクライアントがインストールされていること
を確認する

Cisco JVDI Clientがインストールされていることを確認し、バージョンを確認するには、次の
手順を実行します。

手順

ステップ 1 シンクライアント上で、ターミナルコンソールを開きます。

ステップ 2 次のコマンドを入力します: dpkg -l | grep jvdi。

ステップ 3 出力結果で、ii cisco jvdiクライアントを探します。

例：

ii cisco-jvdi-client <xx.x.x.xxx> i386 Cisco JVDI Client

Cisco JVDIエージェントがインストールされていること
の確認

Windowsのコントロールパネルを使用して、Cisco JVDI Agentがインストールされていること
を確認できます。また、バージョンを確認することもできます。

手順

ステップ 1 コントロールパネルで、[プログラムと機能 (windows 7)]または [プログラム (windows 8)]を開
きます。

ステップ 2 Cisco JVDI Agentを検索するには、インストールされているプログラムのリストをスクロール
します。

バージョンコラムに、Cisco JVDI Agentバージョンが表示されます。
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シンクライアント上で VXCが実行されていることを確認
VDI版 Cisco Jabber Softphoneは、vxcプロセスが実行されている必要があります。

手順

ステップ 1 シンクライアントに接続するには、セキュアシェル (SSH)を使用します。

ステップ 2 実行中のプログラムでvxcを検索します。

ps -ef | grep -r vxc

次の行が表示されます。

admin@LWT44d3ca76ba19:~> ps -ef |grep -r vxc

thinuser 6536 1 0 Mar14 ? 00:07:43 /bin/bash /usr/bin/pidrun.sh -c run_vxc.sh -a -m -o
/var/log/cisco/vxcConsole.log -e /var/log/cisco/vxcError.log

thinuser 6538 6536 0 Mar14 ? 00:00:00 /bin/bash /usr/bin/run_vxc.sh -m

thinuser 6547 6538 8 Mar14 ? 13:02:16 vxc -m

admin 31576 31303 0 11:05 pts/0 00:00:00 grep -r vxc

admin@LWT44d3ca76ba19:~>

ネットワーク障害が発生した後、コール制御が失われる
ホストされている仮想デスクトップ (HVD)に再接続するように求めるメッセージが表示され
ます。ユーザが再接続した後、Cisco Jabberコール制御機能が動作しません。

この問題は、シンクライアントでネットワーク接続が失われた場合に発生する可能性がありま

す。

この問題を解決するには、ユーザにCisco Jabberを終了するか、または HVDから切断するよう
にします。次に、自分のHVDにもう一度ログオンし、コール制御を復元してCisco Jabberに再
度サインインすることができます。

HVDの切断後にコールが失われる
アクティブコール中にユーザがホストされた仮想デスクトップ (HVD)に再度ログインするよ
うに求めるプロンプトが表示され、コールがドロップされます。コールの相手は、コールが終

了したことを示すものではありません。回線はサイレント状態です。

この問題は、シンクライアントと HVDの間の接続が切断され、登録とコール制御が一時的に
失われる場合に発生する可能性があります。
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この問題を回避するには、ユーザは相手を再度呼び出すことができます。相手方が利用できな

い場合は、ユーザはインスタントメッセージ (IM)を送信できます。
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